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１． はじめに 

 水害・土砂災害を引き起こすような豪雨時の山

地河川における基本的なデータの蓄積はいまだ不

十分である．山地流域の土砂災害や洪水による被

害軽減，流域の持続的な管理のため，山地河川の

水や土砂の動態を明らかにすることが求められて

いる．本研究では山地河川の上流から下流にかけ

ての多地点での中⾧期的なインターバルカメラに

よる撮影という手法で実際の環境中で発生する山

地河川の水位変動の情報を収集・整理を試みる． 

 

２． 方法 

２． １ 調査対象地 

 山梨県北杜市を流れる富士川水系の支川大武川は，

流域面積は 73.3 𝑘𝑚ଶ，流路⾧は 16.4 km，平均河床

勾配は 1/7 である．流域の最高点はアサヨ峰で標高

は 2799 m ，流域末端の釜無川本川との合流点の標

高は 490 m である．流域の地質は最高点のアサヨ峰

付近が付加体，上流域は火成岩，インターバルカメ

ラを設置している中流域から釜無川との合流点付近

は堆積岩である． 

２．２ 撮影 

 大武川には 11 箇所に 14 台のカメラを設置した．

本研究で使用した画像はそのうち本川上に設置した

6 箇所で撮影したもので，撮影場所地点１が最上流，

地点８が最下流である．この 6 台のカメラはいずれ

も大武川本川沿いに設置した．地点 1 から地点 8 ま

での距離は 8.48 km．カメラの設置箇所は 0.12 km

～3.76 km 間隔であった．カメラは 2 通りの方法で

設置した．地点１，３，４が側岸のガードレールや

堰堤袖部に設置して流水に対して直交方向から撮影

する方法，地点５，６，８が橋の欄干に設置して流

水に対して上下流方向から撮影する方法である．カ

メラは新鋭株式会社製のトレイルカメラ SC-MB68，

SC-ML68，SC-MW68 を用いた．撮影モードはタ

イムラプスに設定し５分に１枚静止画を撮影した．

撮影は 4:00～20:00 の 16 時間とした．なお，メモ

リーは SD カード，電源はカメラ１台あたり単 3 電

池８本を使用した．2023 年５月から同年 10 月のう

ち降水量が 88 mm だった 6 月 22 日，降水量がその

約半分の 34 mm だった 2022 年の 9 月 20 日の画像

データを使用した(図１)．相対的な河川の水位の上

昇と下降を画像中の流路幅の変化から確認した．流

路幅は各画像の流路部分の幅を画像編集ソフト

“GIMP”の定規ツールを用いて測定した． 

 

３． 結果 

 2022/09/20，2023/06/22 の出水で，地点１から

８にかけて流路幅が最大になる時刻を表 1，表 2 に

それぞれ示した．また，図２，３にはそれぞれの降

雨時の流下幅（ピクセル数）の時系列変化を示した．

その結果，場所によって流路幅のピーク時刻や変動

パターンに違いがあった．全般的には流路幅の拡大

が上流から下流にかけて徐々に遅れる傾向がみられ

図 1 
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た． 

表 1 2022/09/20 の結果 

地点１ 10:01 

地点３ 10:31 

地点４ 11:01 

地点５ 11:03 

地点６ 10:32 

地点８ 12:01 

 

表 2 2023/06/22 の結果 

地点１ 13:02 

地点３ 13:32 

地点４ 13:33 

地点５ 13:43 

地点６ 14:03 

地点８ 13:12 

流路幅の変化を図２，図３に示した．横軸は時刻，

縦軸はピクセル数である．流路幅が最大となった時

刻を赤の▲で示した． 

 

４． 結論 

今回の解析において，インターバルカメラで撮影

した画像から流路幅を測定し，その時間変動をみる

ことができた．その結果，山地流域内の上下流で水

位変動が場所によって異なる可能性があることがわ

かった．今後，データを蓄積することにより複雑な

山地洪水の実態に関するデータの蓄積が期待される． 
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図３ 2023/06/22 の各地点の流路幅の変動． 

図２ 2022/09/20 の各地点の流路幅の変動． 
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